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地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を

支
援
し
て
い
ま
す

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
災
害
発
生

時
の
被
害
を
減
ら
す
「
減
災
」
を
日
頃

か
ら
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
に
お
け
る
災
害
へ

の
備
え
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成

28
年
度
か
ら
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
区
へ
は
職
員
が
出
向

き
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
作
成

を
進
め
ま
す
（
下
図
参
照
）。
完
成

し
た
マ
ッ
プ
は
、
区
内
の
全
戸
に
配

布
し
、
地
域
の
情
報
共
有
に
生
か
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
内
の
27
区
が
地
域

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
年
度
は
現
在
９
区
が
着
手

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
防
災
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　

作
成
を
希
望
す
る
区
は
、
危
機
管

理
対
策
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
民
の
手
で
つ
く
る
防
災
マ
ッ
プ

　

地
域
防
災
マ
ッ
プ
と
は
、
地
域

（
区
）
ご
と
に
災
害
の
危
険
性
が
高

い
場
所
、
過
去
に
災
害
が
起
こ
っ
た

箇
所
、
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど

を
地
図
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
作
成
す
る
点
で

す
。
市
が
作
成
し
て
い
る
土
砂
災
害

や
洪
水
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

示
さ
れ
た
被
害
の
発
生
予
測
な
ど
の

情
報
を
踏
ま
え
て
、
防
災
上
の
安
全

な
場
所
や
危
険
な
場
所
が
ど
こ
か

を
、
住
民
同
士
で
話
し
合
い
、
現
地

を
確
か
め
な
が
ら
地
図
に
書
き
込

み
、
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

地
元
の
い
ろ
い
ろ
な
方
が
参
加
し

な
が
ら
地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
特
有
の
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
よ

り
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
作
る
メ
リ
ッ
ト

▼
自
分
た
ち
の
地
域
を
改
め
て
よ
く

　

知
る
こ
と
が
で
き
る

▼
地
域
の
実
情
を
目
で
見
て
感
じ
ら

　

れ
る

▼
地
域
の
中
で
情
報
を
共
有
で
き
る

▼�

住
民
の
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
ら

れ
る

地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

　

今
年
も
大
阪
府
北
部
地
震
や
７
月
の
西
日
本
豪
雨
な
ど
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害
で
は
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
が
生
じ
る

た
め
、
公
的
機
関
で
全
て
の
地
域
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
ら
の
身
を
自
ら
で
守
る
「
自
助
」、
地
域
が
協
力
し
て
お
互
い
を
守
る

「
共
助
」
と
い
う
地
域
の
防
災
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
場

所
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地域防災マップの作成例（右表面、下裏面）
櫛川区が作成したマップは、表面に土砂災害や洪水危
険区域、過去に浸水した場所などが表記されていて、
避難場所や避難ルート、避難する際に注意する事項な
どをわかりやすく記載しています。
また、裏面に、避難情報の種類や避難する際の心得、
防災情報の入手方法など、防災に役立つ情報を記載し
ています。
マップは一例です。レイアウトや必要な情報を皆さん
で話し合い、地域に合った防災マップを作りましょう。

台
風
の
接
近
が
多
い
季
節
、

避
難
情
報
の
種
類
を
再
確
認

　

市
で
は
、
大
雨
、
洪
水
、
地
震
、
津
波

な
ど
様
々
な
災
害
に
お
い
て
市
民
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
て
、

避
難
に
関
す
る
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

　

避
難
に
関
す
る
情
報
は
、
テ
レ
ビ

（
０
９
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
）、
防
災
ラ
ジ
オ
、

防
災
メ
ー
ル
、
敦
賀
市
ホ
ー
ム
ぺ
―
ジ
な

ど
様
々
な
方
法
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
の
接
近
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
台
風
な
ど
大
雨
の
と
き
は

普
段
以
上
に
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し

て
、
避
難
情
報
を
見
聞
き
し
た
場
合
は
、

家
族
、
近
所
で
声
を
か
け
あ
っ
て
迅
速
な

避
難
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
情
報
の
種
類
と
切
迫
度
】

切迫度 低中

避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始

●
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
（
高
齢
の

　

方
、
障
害
の
あ
る
方
、
乳
幼
児
を
お

　

連
れ
の
方
な
ど
）
は
避
難
を
開
始

●
そ
の
他
の
人
は
、
避
難
準
備
を
整
え

　

ま
し
ょ
う

避
難
勧
告

●
速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う

避
難
指
示
（
緊
急
）

●
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
場
合
は
、
直

　
ち
に
そ
の
場
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う

●
外
出
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
命
に
危

　
険
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
で
は
、
自
宅

　
内
の
よ
り
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま

　
し
ょ
う

高

作成したマップを持って、実際に
区内を歩きます。新たな気付きな
どを話し合い、共有します。

❸区内をまち歩き

これまでの取り組みを踏まえて、
内容を最終確認します。マップの
活用方法についても話し合います。

❹マップ記載内容の確認

完成したマップは区内に全戸配布
します。

❺マップの完成！

地図に避難経路や避難時の要注意
箇所などを記入します。

市担当職員からマップ作成の手順を
説明し、全体の流れを把握します。

❶実施区全体への説明会を開催

区の地図を使って、災害情報や危
険個所、自宅からの避難経路など
を地図に記入します。

❷各区ワークショップを開催

地域防災マップ作成支援の流れ
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問合せ先　危機管理対策課　☎22-8166


